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消費者問題特別委員会視察・意見交換 

７月３１日（水）消費者問題特別委員会の国会議員１１名（与野党）と消費者庁職員等１０名がフードバンクと

くしまに視察に来られ、意見交換を行いました。 

フードバンクからは①近日の物価高が起因し、食品の寄贈量が減っている事にも関わらず、支援を求める

声が急増している点②とりわけお米の寄贈が激減している事③これらに対する具体的支援を検討・実施

して欲しい要望を行いました。地域にはまだまだ食べれるにも関わらず捨てられている食材が沢山あり

ます。廃棄される背景には物流に対する人手不足・寄贈品を仕分ける人手不足・野菜を収穫する人手不足

があげられています。障がい者就労や産廃業者・シニア就労などうまく組み合わせ、「生活困窮者支援」

「食品ロスの削減」の国家の課題を事業として解決できる政策創りを強く求めました。 

 

 

８月５日（月）フードバンク四国４県の会議を行いま

した。 

＜参加団体＞１０団体（とくしま含む） 

愛媛：愛媛フードバンク愛顔・教会子ども食堂 

   グランマ宇和島・晴活 

高知：高知あいあいネット・こうち食支援ネット 

   高知県社協 

香川：フードバンク香川・オアシス丸亀 

協力：とくしま生協（小売店） 

＜内容＞ 

寄贈量を増やす事を目的に「全国フードバンク連盟」

の山登先生にフードバンクの衛生管理の講演を頂き、

全体学習をしました。 

四国県内の寄贈品の物流を促進するために法人格を持

った団体の立ち上げに向かう事となりました。 

フードバンク四国４県物流会議 

講師の山登先生 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コープ自然派しこく、生活協同組合とくしま生協、キョーエイすきとく市、徳島青果㈱、JA 徳島県 JA

グリーンアグリ板野、JA 徳島県ひまわり農産市、JA 東とくしまあいさい広場、JA 徳島市松茂直売

所、マルナカ、フジグラン、ワコー、わかや食農デリ合同会社、解脱会、徳島県サステナブル社会推進

課、コープ住吉店、コープ有機、真椙グループ、鳴門市役所、ボートレース鳴門、エコみらいとくしま、

紙芝居ボランティア「おしゃべりくまさん」、徳島人生たすけあい家、岐阜アグリフーズ（株）、その他

個人の方々１０名 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月１８日とくしま環境県民会議

では、環境保護やリサイクルに取

り組む団体を表彰してきており、

今回フードバンクとくしまが推薦

した「とくしま人生たすけあい

家」（代表：平岡大作氏）が表彰

されました 

 

＜今月の増加会員＞ 

JA全農とくしま全国農業協同組合連合会徳島県本部様、個人の方１名 

 

 

 

 

 
今月もたくさんの寄贈を頂きました。 

とくしま環境県民会議 

FB とくしまが推薦した平岡氏 

解脱会様からお菓子

お菓子 

鳴門市役所様から防災備蓄 

品 


